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A. Gideの作品における imageの発展 (I)
-Les Cahiers d'Andre Walter の場合—
重 本 利
Une personnalite neuve ne s'exprime sincerement 
que clans une forme neuve. Le phrase qui nous 
est personnelle doit rester aussi particulierement 
difficile a bander que l'arc d'Ulysse. 
ー Gide,Nouveaux Pretextes, p. 169. 
ー
Andre Gideは1951年2月19日にこの世を去ったが，その3日まえ，失語症におびやかさ
れながらも，なお次のように語ったといわれている。 J'ai peur que mes phrases ne 
deviennent grammaticalement inexactes. ① このことばは， Gideが最後まで作家として
の意識を失わなかったこと，また，生涯を通じて，言語上の問題に多大の関心をもちつづけて
いたことを示すものであろう。 Gideは，文法上の事柄に非常に魅惑され，言語の純粋性をま
もりぬくことを義務と考えていた。彼はこう書いている。 Cesquestions de langage me 
paraissent de la plus haute importance. Je tiens bon que les intellectuels s'en 
occupent• • • • On voudrait bien, en mourant, ne pas laisser derriere soi une Iangue 
par trop delabree. RGideの Journalや他の多くの作品は，語彙や文法の微妙な点につい
てのするどい観察にみちている。そして彼は，フランス語の文章法にとって，いつも障害とな
っているもの，つまり接続法半過去の使用法について，高度で率直な方法を打ち立てるために，
彼なりの進んだ考えをもっていたともいわれている。RNyropや Brunotの，フランス語史
に圏する書物が，つねに Gideの書架に並んでいた。④ また，かって彼が， Racineと文法家
Bouhoursの対話を即興的に作り上げたのも，これらの事柄について，彼がどれほど深い関心
をもっていたかを知る場合の，有力な尺度となるものであろう。⑥ 22オの青年として，彼は，
Mullerや Renanの言語哲学を研究したいという誘惑にとりつかれていた。⑥それから半世
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紀以上後になって， B.B.C.放送の依頓を受けた彼は， 「フランスのことば」を演題に選ん
でいる。そのとき彼は，英語の具体的な性格に対立する，フランス語の抽象的な特質に関する
Orr教授の研究を，称賛をもって語っている。⑦
言語に対する Gideの不断の関心は， さらに， 自分自身の文体について， みずからがおこ
なう無数の批評や意見のなかにも反映されている。これらの批評や意見のいくつかに直面する
とき，人びとは， Gideの理論や実践が，いかなる発展を遂げたかを，詳細に察知することが
できるであろう。処女作 LesCahiers d'Andre Walterのなかで，彼は大胆にも次のよう
に宣言している。 Etquand la syntaxe proteste, i faut la mater, la retive - car lui 
soumettre sa pensee, Je trouve cela tres liche. (p. 140.)そして， この作品の 1930年版
のために書かれた序文は， 40年という年月のあいだに， 文法に関する Gideの考えが， どれ
ほど急激に変化したかを示している。 Je cherchais a plier la langue : je n'avais pas 
encore compris combien on apprend plus en se pliant a ele, et de quelle 
instruction sont ces regles qui d'abord importunent, contre lesquelles !'esprit 
regimbe et qu'il souhaite pouvoir rejeter. また， 彼の芸術が円熟するにしたがって， 語
梨に関する彼の考え方も，慎重に修正された。 自叙伝的な Sile grain ne meurtのなかで
は，初期の体験が次のように記されている。
J'affectionnais en ce temps les mots qui laissent a l'imagination pleine licence, 
tels qu'incertain, infini, indicihle・ ・ ・Les mots de ce genre, qui abondent dans 
la langue allemande, lui donnaient a mes yeux un caractere particulierement 
poetique. Je ne compris que beaucoup plus tard que le caractere propre de la 
langue fran~aise est de tendre a laprecision. ⑥ 
そして彼は，生涯の終りに臨んで，簡潔な， しかし含蓄のある形式で，文体上の理想を要約
している。
L'emploi des mots les mieux expressifs, leur meilleure place dans la phrase, 
l'allure de celle-ci, son nombre, son rythme, son harmonie - oui, tout cela fait 
partie du'bien ecrire'(et rien ne vaut si tout cela n'est pas naturel). ⑨ 
Gideが，自分の文体の発展に，どれほどの重要性を与えているか， という点については，
Journalに記されたことばから推測することができる。 そのなかで彼は，一人の人間が，た
とえば L'Immoralisteと La Porte etroiteのような，一見まったく異質な作品を書いた
理由や経緯を理解し得ない鈍感な批評家を攻撃している。
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1 leur reste malaise d'admettre que ces differents livres ont cohabite, cohabitent 
encore, clans mon esprit• • • On ne tracera pas aisement la trajectoire de mon 
esprit; sa courbe ne se revelera que clans mon style et echappera a plus d'un. R 
?
ところで，以上のようなことばに含まれる Gideの挑戦に対して，いままでに完全な回答が
なされたであろうか。たしかに， Gideの語彙や文章構造のいくつかのアスペクトに関する研
究は，けっして少なくはない羨 ところが， Gideの文体全般を扱ったモノグラフィを，ほと
んど見かけないのが現状である。 Gideの言語の特色の一つは， imageの使用にあるが，それ
に気づいた読者，批評家は，ほとんどなかったようである。＠ ー見したところでは， Gideの
imageは，文体を左右するほどの重みをもっているとも思われないので， これは， べつにお
どろくには当らないことである。事実 Gide自身も， imageの重要性を否定するような発言
をしている。彼は，文休］ごの，いかなる修辞や強調や紛飾にも反対であることを， くり返し宜
言している。
Je bannis enfin de mon style l'emphase et la viticination ; tout ce qui nuit au 
mouvement de la pensee, tout ornement, toute surcharge, • • • jusqu'a l'oubli 
complet de toute pretention personnelle. ⑲ 
また Gideは， metaphoreの濫用についても言及している。彼は，不自然な類似性に対し
て，あまりにも神経質になりすぎている作家たちに我慢がならなかった。 1926年の Journal
には，次のように記されている。
1 n'y a pas pire ennemi de la pensee que le demon de l'analogie. 
Un pre rase de frais. 
Quoi de plus~atigant que cette manie de certains litterateurs, qui ne peuvent 
voir un objet sans penser aussitot a un autre.@ 
これより15年まえにも，彼は，もっと主観的な心偕をこめて同様の考えを述べている。
Non que je ne susse prendre jamais plaisir aux metaphores, et fo.t-ce a la plus 
romantique; mais, repugnant a !'artifice, pour moi je me les interdisais. Des mes 
Cahiers d'Andre Walter je m'essayai a un style qui pretendit a une plus secrete 
et plus essentielle beaute.'Langue un peu pauvre', disait cet excellent Heredia a 
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qui je presentai mon premier livre et qui s'etonnait de n'y trouver pas plus 
d'images. Cette langue, je la voulus plus pauvre encore, plus stricte, plus epuree, 
estimant que l'ornement n'a raison d'etre que pour cacher quelque defaut et que 
seule la pensee non suffisamment belle doit craindre la parfaite nudite. ⑮ 
さらに1921年の Journalのなかでも，いっそう力強い瀾子で，彼は自分の立場を主張して
いる。
H. C. m'accusa certain jour de coquetterie dans !'arrangement de mes phrases; 
rien n'est plus faux. Je n'aime que le strict et le nu. Quand je commenc;ai d'ecrire 
mes Nourritures, je compris que le sujet meme de mon livre etait d'en bannir 
toute metaphore. 1 n'est pas un mouvement de ma phrase qui ne repondit a un 
besoin de mon esprit; le plus souvent ce n'est qu'un besoin d'ordre. L'eloquence 
de l'ecrivain doit etre celle de l'ame meme, de la pensee; !'elegance postiche m'est 
a charge; de meme toute poesie rapportee. c@ 
これらの発言は， じつに絶対的なひびきをもっているが，にもかかわらず，人びとは， この
閻題に対する Gideの態度が， はたして完全に首尾一貫したものであるかどうか， 疑わしく
思うかもしれない。それというのも，円熟した時期においてさえも， Gideは，分析や伝達の
道具としての imageの価値に敏感であった形跡が残っているからである。彼は，必要に応じ
て，適切な analogieの力を借りることもある。また，将来において使用するために，それを
とりのけておくこともある。彼が，もっとも野心的な唯一の小説を執筆しているあいだに，そ
れと平行して害きとどめた制作ノート Journaldes Faux-Monnayeursは，この点につい
てはっきりと啓示している。この害物の中心的な課題の一つは，作品創造のプロセスである。
ある点においてこのプロセスは，動きはじめた不活発な塊に比較され得る。そこで作者は，
Cette comparaison n'est pas tres bonne. Je prefere !'image de la baratteと，みず
から警告を発している。そして彼は，芸術作品の具体化を，攪乳作業の進捗状況になぞらえて
いる。R 他のところでは，同一のプロセスに対する別の comparaison(直喩）ー一勇敢にも，
梅図に出ていない海を，あえて航行するというそれ・~ を見出した後で，彼はJournalに，
I faudra, dans le livre meme, user de cette image. (p. 29.)と附け加えている。しか
もこれは，小説のなかにおいて，ほとんど同じ形のままで再現されている。 (p.447.) このよ
うに，制作ノートから完成された作品へと移行した imageは，これだけではないのである。
文体J:の苦心を最小限度にとどめて， 自分の思想や休験を記録している Gideの Journal
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が，あらゆる種類の imageにみちていることも，また注目に価するであろう。そこでは，彼
の文学的な判断力が，簡潔で，少々神秘的な形で表現されている。たとえば,Jules Renard 
の Journalに関する次のような注釈が見られる。
Ce n'est pas un fleuve; c'est une distillerie・ • • La phrase etrangle la pensee. 
1 donne la note juste, r.ais toujours en pizzicato• • • Le jardin de Jules Renard 
aurait besoin d'etre arrose. ⑯ 
また，十分に発展した imageも存在する。次の一節は， Gideが1916年に休験した，例の
深刻な精神的危機のあいだに害かれたものである。
D'ou viennent ces etranges retraits de seve, a. quoi mon esprit est sujet si 
souvent, et qui le laissent encombre de broussaille morte. Et l'on pense : un peu 
de seve et de nouveau cet affreux bois sec se couvrirait de feuilles et de fleurs・
Mais, sec, il est affreux. On le voue a laflamme, et l'on voudrait s・en ebrancher. ⑲ 
このとき Gideは，美学上の原理がどうであろうとも， analogieに対する眼をもち， meta-
phoriqueなことばによって．ごく自然に自己を表現したものと思われる。人びとは，自分の
ことに関する彼の発言が，はたして額面どおりに解釈される必要があるかどうかについて，疑
念をさしはさむかもしれない。 そうなれば，地上の快楽を頌歌する偉大な散文詩 LesNour-
ritures terrestresの場合は，とりわけ顕著である。自我の本性が，あらゆる metaphoreを
避けることを急務としているという, Gide自身の明確な宣言を知った後で，この書物が，鮮
烈かつ強烈な imageにみちているのを見出すことは，かなりおどろくべき事実である。わず
かの例示だけでも，力強い metaphoreによる文体の着色について説明することができるであ
ろう。無制限な快楽主義の信条を説くこの種の作品においては，ごく当然のことながら， ima-
geのほとんどは，具体的で感能的な性格をもっている。
des parfums rodaient, si forts qu'ils eussent tenu lieu de mangeaille et nous 
grisaient autant que des liqueurs. (p. 161.) 
1 y en eut dont les levres etaient plus chaudes que les petits oiseaux couves. 
(p. 140.) 
さらに，もっと複雑なパターンも見られる。ここでは，光が液体として描かれている。
l'air brillait de lumiere diffuse comme si l'azur du ciel devenait liquide et 
pleuvait. Oui vraiment, il y avait des ondes, des remous de lumiere; sur la 
mousse des etincelles comme des gouttes; oui vraiment, dans cette grande allee on 
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eO.t dit qu'il coulait de la lumiere, et des ecumes dorees restaient au bout des 
b ranches parm1 ce ruissellement de rayons. (p. 55.) 
次の場合， imageは，一連の詩句全体をおおっているとさえいえよう。
Joies de la chair, tendres comme l'herbe, 
Charmantes comme les fleurs des haies 
Fanees plus vite, ou fauchもes,que les luzernes des prairies, 
Que les desolantes spin!!es qui s'effeuillent des qu'on les touche. (p. 86.) 
また，抽象的な現象が，具休的かつ物質的なことばでもって，形を与えられることもある。
Mon ame etait l'auberge ouverte au carrefour; ce qui voulait entrer, entrait. 
(p. 73.) 
Nos actes s'attachent a nous comme sa lueur au phosphore. Ils nous consument, 
i est vrai, mais ils nous font notre splendeur. (p. 24.) 
あるときには， analogieは，明白な声明のような色彩を帯びている。
Et mon cerveau se compara1t aux c1els d'orages, de nuages pesants encombres. 
(p.27.) 
Et !'image de la vie, ah! Nathanael, est pour moi : un fruit plein de saveur sur 
des levres pleines de desir. (p. 175.) 
imageが， LesNourritures terrestresの不思議な，呪文的な文体の，甚本的分子である
ことは，以上の数例からさえも明らかであろうと思われる。この害物のはじめの部分において，
作者しまMaispourquoi des compara1sons dans une matiere s1 grave? (p. 20.) と述べ
て，自分自身を非難してはいるが，結局彼は，同一の休質をもちつづけたのであって，けっし
て迎った風にはなし得なかったのである。
?
とにか<, Gideの作品にあらわれた imageは，詳細に探求されるだけの価値をもってい
る。そのためにも，やはりここでわれわれは，いわゆる Gideの二面性を想起しなければなら
ない。つまり，彼の本性の自然な傾向と，彼の人格の峻厳な面によって課せられた自己抑制と
のあいだの，たえざる葛藤である。そして，この葛藤から生まれる緊張や不安が，彼のimage
に，本質的な価値のほかに，特別の重要さを与えている。それは，この imageが．頑固な検
閲官さながらの，内面的意識の抵抗をのり越えるか，あるいは，その警戒を回避するかしなけ
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ればならないことを意味している。 さらに， Gideの作品の大部分が，語り手を通じて，間接
的に物語られている点にも注目すべきである。それらは変化に宮んだ文体によって書かれてい
るのであって，このような文体の多様性は， image の性格のなかに反映されている。とりわ
けそれは，作者が自分の名前を明氾して内いた場合以上の，はるかに広汎な領域にまで発展す
る可能性をもつものである。
目下の研究は， Gideの小説における imageの問題だけをとり上げている。ところで， Gide
の作品のどれが， ことばの正しい意味における小説とみなし得るかを決定することは，必ずし
も容易なことではない。周知のとおり，彼自身は,Les Faux-Monnayeursのみを，自分の
最初の唯一の小説だと考えている。彼の分類によれば，他の多くのフィクション風の作品は，
語り手によって語られる recit, あるいは，諷刺的な茶番の sotieかのどちらかである。これ
らのジャンルのうえの厳密な区別もさることながら，一般には1902年に出版された L'Immo・
ralisteが，事実上， Gideの最初の小説であるとみなされている。しかしながら， Gideの文
体の研究において， この作品を出発点とすることは適切ではない。というのは，彼の言語の発
展にとって非常に重要な意味をもつ，彼の作家活動の初期の10年間を除外することになるから
である。したがって本稿では， この初期の時代に属する LesCahiers d'Andre Walter, Le 
Voyage d'Urien, Paludesから，順次考察したいと考える。
?
Les Cahiers d'Andre Walter は，形式においても，内容においても，初期の作者の意
図を代表するものである。それは，偉大な才能のひらめきをみせてはいるが，作者はまだ，小
説技法の1居本をマスターしていなかった。このことは， Gide自身も， 1930年に書かれた序文
のなかで認めている。 Monexcuse est qu'au temps d'Andre Walter je n'avais pas 
encore vingt ans. A cet age, je ne savais pas. ecrire et, precisement peut毛tre
parce que je sentais en moi des choses neuves a dire, je tatonnais. 
したがって Herediaが，この作品における， ことばの貧弱さや imageの乏しさを非難し
たとしても，べつに不思議ではない。 Tropheesの作者は絢爛たる色彩に慣れているが，それ
に比べれば， LesCahiers d'Andre Walterは，抒惜性に宮んではいるものの，なにか形の
ととのわない，貧血症状のような作品である。 これは， imageの数が少ないことを意味して
いるのではない。実際に， 100以上の imageが存在するのであって，大して長くない作品と
しては，むしろ相当な数である。しかし，それらの色調は非常に賠く，輪廓は非常にあいまい
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であるので，それらのほとんどは， i読者の注意を集めるのに失敗している。
多数の imageが， この作品の中心的なテーマを飾り立てている。 たとえば， Andre 
Walterの，愛梢と貞操の理想化された概念や，魂の交流に対する彼の信仰などがそれである。
Andre Walterは従姉の Emmanueleに恋をする。 しかし， 死の床にある母親のたっての
願いを容れて，彼女を断念する。 Emmanueleは他の男性と結婚するが，そのすぐ後で死んで
しまう。彼女の死後， Andrもは，肉体と精神の葛藤のために，徐々に発狂への道をたどる。
imageの多くは， 愛I胄の純粋性に対する彼の信仰を表現し， 意気揚々とそれを主張するのに
役立っている。この imageのなかで，烏と人間の魂とのあいだの古くからの対比が，ふんだ
んに利用されている。
Et chaque soir mon ame s'envole pres de toi qu'aime mon ame. Comme un 
oiseau Ieger, mon ame s'est posee sur tes levres, et, dans un doux fremissement, 
tes levres se sont mises a sourire. (p. 70.) 
Comme deux flammes se melent, nos deux ames ainsi se sont confondues, puis 
profondement elancもesdans I'espace qui s'enharmonise au palpitement de leurs 
ailes. (p. 71.) 
analogieを発展させようとして， 経験の浅い作者は， 不調和な imageのなかでうろたえ
ている。
Ce sont les chansons, les plumes qui s'envolent, de sang et de larmes eclabous-
sees - les plumes melodieuses. (p. 138.) 
ときには人間の心が，擬似科学的なことばを用いて分析されている。
Pour !es ames meme, il est des lois de resonance. Le fremissement d'une seule 
emeut aussitot alentour toutes celles capables d'un parfait unisson. Les vibrations 
de subtils accords les agitent; elles sont dans un constant accord harmonieux -
peutべきtrebien mathematique; - chacune rend un son distinct, car chacune a ses 
harmoniques. (p. 143.) 
上記の一節では，人間の心は自然現象と同化している。しかし，そのブロセスにおいては，
また別の道を進むこともできる。たとえば花は，府度でリリカルな imageによって人間化さ
れている。
la fleur, supreme poesie de la plante・ ・ ・les petales diapres se deploient sous les 
etamines dressees, comme un lit somptueux des amours inconscientes. (p. 37.) 
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les corolles des fleurs pensives, enfin dもsalterees,repandent en parfums, vers 
les etoiles lointaines, leurs reveries extasiees. (p. 71.) 
また折にふれて，聖淋や文学に関する回想が， imageのなかに侵入してくる。
La pire souffrance est celle de deux ames qui ne peuvent pas s'approcher.'Tu 
m'as entoure d'un mur pour que je ne sorte pas'〔Jもremie〕．
Elles cotoient ce mur qui les maintient paralleles, et s'y heurtent et s'y 
meurtrissent. (pp. 60-1.) 
La mもlodie m'apparaissait, presque palpable fiction, comme une Beatrice 
nuageuse, fior gittando sopra e d'intorno, comme une Dame elue, immate-
riellement pure, a la robe trainante aux reflets de saphir, aux replis profonds 
azures, aux lueurs pales, aux formes lentes, musicales. (pp. 43-4.) 
最後の例は， LesCahiers d'Andre Walterにおける，いま一つの主要な imageのテー
マを示している。つまりそれは，いわば美学的なヴィジョンや夢想であって，音楽によって喚
起され，さまざまな感此を含むものである。
Sa voix n'etait plus qu'un souffle, vaste fragile de l'emotion• ・ • sur les notes 
freles suraigues・ ・ • elle tremblait, fremissant, comme une chose brisee. (p. 73.) 
comme les perles d'un jet d'eau s'egrenent, les notes d'en haut tombaient, 
obstinement les memes, mais differemment eloquentes, tandis que changeait 
l'harmonie. (pp. 75-6.) 
発狂が近づくとともに， Andre Walterの神経過敏は， ほとんど幻鎚の域にまで達してい
る。
mes sens aigus m'effrayaient presque par leurs vibrations extraordinaires : les 
couleurs me flattaient et me blessaient comme un contact. (p. 164.) 
危機の切迫が，ある錯乱した imageによって予告される。
je sentais la pense・, par souffles, descendre, comme sur les epis le vent qui les 
incline, et si intense elle secouait ma tete, que, pris de peur, j'ai pense devenir 
fou. (p. 166.) 
病気が進行するにつれて， 幻謡はますますはげしくなる。そして， imageはヒステリック
な強烈さをもつこととなる。
Les pensees se balancent comme le pont d'un navire agite de tangage - elles se 
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cul bu tent dans des chutes etourdissantes; puis de longs ressauts de nouveau les 
soulevent. Et la vision• • • d'une balan<;oire allante et venante - et !'impression, a 
chaque soubresaut de montee, de comme quelque chose qui se decrocherait dans la 
tete. (pp. 170-1.) 
Comme par une fenetre qui s'ouvre s'enfuient des oiseaux encagもs- tout a coup, 
je ne sais quelle cloison s'etant rompue, j'ai vu s'envoler des pensees vagabondes ; 
on aurait dit des visions qui passaient claires sur un fond noir・ ・ ・Puis elles se 
sont pressees tumultueuses, de grands lambeaux de vie qui s'eclairaient brusquement 
- et pms qui sautaient dans le noir• • • (pp. 172-3.) 
終末に近く，彼は應夢にとりつかれる。 Emmanueleが彼のまえにあらわれる。しかし彼が，
彼女に触れようとすると，彼女の姿はたちまちにしてくずれ去ってしまう。ヴィジョンは， こ
わばった］且純さのために恐怖を起こさせるような一連の imageによって伝達される。
Son regard avait pris l'autre soir une fixite si peri;ante que j'en sonffrais comme 
d'un glaive• ・ ・tout son corps etait plein de sable; elle s'est vidもecomme un sac・ ・ ・ 
Sous la robe, i n'y avait rien; c'etait noir, noir comme un trou. Alors, de ses 
deux mains, elle a saisi le bas de sa robe et puis l'a rejetee jusque par-dessus sa 
figure. Elle s'est retournee comme un sac. (pp. 178-9.) 
應澤からわずか数日後， AndreWalter は完全に病床に伏し，その3涸間後にこのI仕を去
る。
この淋物には， さらに別のテーマが存在し， それによって， 非常に異った瀾子の多くの
imageが生まれている。 AndreWalter自身も作家であって，ある小説を書いている。そし
て彼は，自分の害物の進展状況と，その代物に関するイデーを記録している。ここにおいてわ
れわれは， Gideのその後の作品にくり返しあらわれ，つねに多くの imageを生み出すこと
となった一つのシチュエーションをはじめて見るのである。つまりi'I=物を内いている男につい
ての固物である。 Les Cahiers d'Andre Walterのなかでは，そのシチュエーションは，
若い作家 Walterと， 彼が占いている小説の主人公 Allainとのあいだで， どちらが先に発
狂するかといった，一種競争めいたグロテスクな形態を術びている。その間にあって，自分の
小説技法の問題に関する Andrもの反省が， ときどき mもtaphoreによって表わされ， それ
は，彼の抒情的な心桔吐露や，いわば美学上の休験や，幻虹的なヴィジョンなどを示すことば
と，いちぢるしい対照をなしている。彼は，自分の小説の梢成を，幾何学的構造をもつものと
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考えている。 これは，詩に対していまなお多くの余地を残してくれている Spinozaの哲学の，
きびしい優雅さをモデルにしたものである。
Je voudrais la forme si lyrique et si fremissante que la poesie en profuse, 
malgre les lignes si rigides. 
0 ces lignes droites ! -des echalas ! mais je voudrais, s'enroulant autour, des 
volubilis et des folles lignes. (p. 96.) 
新しい物語形式を実験するために， AndreWalterは，新しい言語上の媒体を必要とする。
Je me suis fait une langue a mon gre. En frani;ais? non, je voudrais ecrire en 
musique. (p. 97.)と彼は，誇らしげに宜言している。とりわけ彼は，もっと柔軟な，もっと
表情豊かな文章を展開させることを望んでやまなかったのである。
Oui - des eris de passion que la phrase ne vienne point parfaire - je veux que 
les angles, les cassures, les apretes y restent• • • Et quand la syntaxe proteste, i 
faut la mater, la retive. (pp. 139-40.) 
彼がねらいとする音楽的な散文においては，音の価値が根本的な重要性をもつことは当然で
あるが，ときにはそれは，正規の用法を無視し，常軌を逸した段階にまで及ぶ場合もある。
Douloureusement, -emphatique, trop espagnol - du dehors - pas d'intimite -
i faut douloureusement, qui bien plus discretement pleure. (p. 139.) 
擬声音の効果が，視鎚的ないいまわしによって分析されている。ことばに関する注釈をおこ
ないながら，彼は・ ・ • et calme, et grave, elle a••• Par ces alliterations blanches et 
noires jusqu'a trois fois alternees, l'impression de pas lents qui s'en vont dans un 
eloignement immuable. (p. 141.)と述べている。
若い作家 Andreは，また名前の魔術に対しても敏感である。 Proustを街彿させるような
一節において，彼は， Auvergne旅行のときに，彼の想像力をかき立てた神秘的な名前につい
て語っている。それは，訪れることができたであろうが，訪れなかった場所の名前である。
et leurs noms, je me les redisais pour ma tristesse plus amere : Sallanches, la 
Giettaz; - Bluffy, nom de fiord, frileux, boreal, bleu de brume• • • (p. llO.) 
体験から得た印象は非常に強烈なものであったので，それらの記悩は，最後的な瓦解の寸前
に，彼に蘇ってくる。 Bluffy-un nom de glacier, d'avalanche, une chute bleue dans 
la neige. (p. 177.) 名前によって喚起された imageは，雪や寒さや純粋性などの混然一体
となった形でとらえられる。そしてそれは，病床の終局の場面において，彼の心に拡がってゆ
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くのである。 Laneige est pure. というのが，彼の日記の最後のことばである。
metaphoreが， AndreWalterの美学理論において，附随的な役割を演じている点に注目
することは興味深い。自分の小説についての最初の批判のなかで，彼は，一つの法則として次
のことを断言している。 commele drame est intime, rien n'en apparait au dehors, 
pas un fait, pas une image, sinon peut毛tresymbolique. (p. 95.)もっと後になって
彼は， Metaphorique; Hugoという表題のもとに, Victor Hugoのやり方を即興的に模倣
している。その短い文章は，たとえば'lesames luisent comme des cierges,''l'immateriel 
espace frissonne de lumieres'といった類の imageを含んでいる。そして,Verlaineの
Art poetiqueの影薯を示すノートがそれにつづいている。 Trop de jour, rhもtorique, le 
mot plus gros que la pensee; ・ ・ ii faut la penombre ou l'on sente vaguement 
transpara1tre le mystere. (p. 142.) 
?
Andre Walterは， 彼を創造した作者の Gideと同様に， すでに imageの誘惑を警戒し
ていた。 とりわけ， ロマン派の人びとや高踏派の人びと (Parnassiens)によって実践された
ものと同質の imageを警戒していた。しかしそれにもかかわらず，われわれが見てきたよう
に， この教訓は， 彼が metaphoriqueな文体に没頭することを阻止するにはいたらなかった
のである。
Les Cahiers d'Andre Walterに初期の段階においてさえ， Gideが， imageによっ
て自己を表硯する才能に恵まれていたこと，また彼が，早くもこの領向を抑制しはじめていた
徴候が存在するにもかかわらず，そのプロセスから，ある種の快楽をひき出していたことを示
している。 しかし， imageそれ自体は平板な質のものであり，その imageが依りどころに
している連想作用は，ありきたりのものか，あるいは不自然なものである。そして，それらの
連想作用は，感偽や文学的回想の侵入によって，しばしばそこなわれている。また，さまざま
なタイプの imageが，適切に混ぜ合わされているわけでもない。美学上の metaphoreのき
びきびした陽気な調子は， imageの平静さと調和しないし， AndreWalterのような状況に
ある人間から生まれた場合，なにか奇妙なひびきをもつことになる。とりわけ，それらのほと
んどが， Emmanueleの死後1ヶ月足らずに虚かれた記事のなかにあらわれたとき，そういう
印象を受ける。 このことについて最近の批評家も， たとえば次のように述べている。 les 
themes sont nettement distincts, s'entremelent, reviennent et disparaissent comme 
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des motifs musicaux dont chacun aurait son style propre夏要するに，まだこの作品
は，芸術的形態に欠けている。 そして，この事実は， imageのもっ，無定形の不同の性格の
なかに反映されているのである。
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